
1 ．この問題冊子が，出願時に選択した科目のものであることを確認のうえ，解答し

てください。

2．解答用紙には，記述解答用紙とマーク解答用紙の 2種類があります。

3．解答は，必ず解答欄の枠内に記入もしくはマークしてください。解答欄以外への

記入およびマークはすべて無効となります。特に，記述解答用紙の採点欄に解答を

記入しないよう，注意してください。

4．解答は，ＨＢの鉛筆またはシャープペンシルを使用し，訂正する場合は，プラス

チック製の消しゴムを使用してください。特に，一度マークした箇所を修正する場

合，しっかりと消してください。消し残りがあると，解答が無効となることがあり

ます。また，消しくずを残さないでください。

5．解答用紙を折り曲げたり，切り離したり，汚したりしないでください。また，

マーク解答用紙を記述解答用紙の下敷きに使用しないでください。

6．解答用紙には，必ず受験番号と氏名を記入・マークしてください。未記入や記

入・マークミスなどがあった場合は，当該科目の解答は無効になります。

2026 年 度 入 学 試 験 問 題

（試験時間　13：15～14：45　 90 分）

化　　　学
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原子量：H= ₁.₀₀，C= ₁₂.₀，O= ₁₆.₀，Na= ₂₃.₀，S= ₃₂.₀，Cl= ₃₅.₅，I= ₁₂₇

以下の問い⑴～⑽の解答は，それぞれの解答群のどれに該当するか。番号を選んで

マークしなさい。（₄₀ 点）

Ⅰ

問題Ⅰ，Ⅱの解答は，マーク解答用紙の指定された欄にマークしなさい。問題Ⅲ，Ⅳの

解答は，記述解答用紙の解答欄に書きなさい。必要な場合は，次の値を用いなさい。
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⑴ 黒鉛（C），気体状態の水素（H2）およびプロパン（C3H8）の燃焼エンタルピー

は，それぞれ-₃₉₄ kJ/mol，-₂₈₆ kJ/mol および-₂₂₁₉ kJ/mol である。これら

の値を用いて，気体状態の C3H8の生成エンタルピーを概算すると，何 kJ/mol に

なるか。最も近いものを以下の解答群より一つ選びなさい。ただし，H2Oは液体

の状態で存在していると考えなさい。

［解答群］

① -₅₀₁ ② -₁₀₇ ③ -₈₄.₇ ④ -₇₄.₈

⑤ ₅₀₁ ⑥ ₁₀₇ ⑦ ₈₄.₇ ⑧ ₇₄.₈
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⑵ 接触法を用いて純度 ₁₀₀％の硫黄 ₁₆ kg から質量パーセント濃度が ₉₈％の濃硫

酸を得るとすると，理論上何 kg 得られるか。最も近いものを以下の解答群より一

つ選びなさい。

［解答群］

① ₃₀ kg ② ₄₀ kg ③ ₅₀ kg ④ ₆₀ kg

⑤ ₇₀ kg ⑥ ₈₀ kg ⑦ ₁₀₀ kg ⑧ ₂₀₀ kg
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⑶ 塩素には，おもに質量数 ₃₅ の 35Cl と質量数 ₃₇ の 37Cl の二つの同位体が，天然

存在比およそ ₃： ₁ で存在する。そのためクロロホルム（CHCl3）には，₁ mol あ

たりの質量がおよそ ₁₁₈ g，₁₂₀ g，₁₂₂ g，₁₂₄ g の分子が約 ア の割合で

存在する。一方，臭素には，おもに質量数 ₇₉ の 79Br と質量数 ₈₁ の 81Br の二つの

同位体が，天然存在比およそ ₁： ₁ で存在する。そのため一塩化臭素（ClBr）に

は，₁ mol あたりの質量がおよそ ₁₁₄ g，₁₁₆ g，₁₁₈ g の分子が約 イ の

割合で存在する。 ア および イ にあてはまる最もふさわしい数値の

比の組み合わせはどれか。以下の解答群より一つ選びなさい。なお炭素と水素は，

それぞれすべて 12Cと 1Hのみで存在するとする。

［解答群］

ア イ

① ₉： ₉： ₃： ₁ ₃ ： ₄ ： ₁

② ₉ ： ₉ ： ₃ ： ₁ ₄ ： ₃ ： ₁

③ ₁₂： ₉ ： ₃ ： ₁ ₃ ： ₄ ： ₁

④ ₁₂： ₉ ： ₃ ： ₁ ₄ ： ₃ ： ₁

⑤ ₂₇： ₉ ： ₃ ： ₁ ₃ ： ₄ ： ₁

⑥ ₂₇： ₉ ： ₃ ： ₁ ₄ ： ₃ ： ₁

⑦ ₂₇：₂₇： ₉ ： ₁ ₃ ： ₄ ： ₁

⑧ ₂₇：₂₇： ₉ ： ₁ ₄ ： ₃ ： ₁
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⑷ 次の記述ア～ウについて，正しい正誤の組み合わせはどれか。最もふさわしいも

のを以下の解答群より一つ選びなさい。

ア 水は水素結合によって分子間に強い引力が働いており，そのために沸点が高い。

また，水は他の多くの液体よりも加熱や冷却に対して温度変化が起きにくい。

イ 水の沸点は，水の蒸気圧が外気圧と等しくなったときの温度であり，標準大気

圧（₁₀₁.₃ kPa）における水の沸点は ₁₀₀ ℃となるが，高地や減圧下ではより低

温で沸騰が始まる。一方，加圧すると外気圧に到達するのにより高温を要するた

め，沸点は上昇する。

ウ 氷は，水素結合により正四面体の構造をとることが知られている。この構造の

ため，水分子は隙間の多い立体構造をとり，液体の水よりも密度が低くなる。

［解答群］

ア イ ウ

① 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 誤 正

④ 正 誤 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 誤 正 誤

⑦ 誤 誤 正

⑧ 誤 誤 誤
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⑸ 次の記述ア～ウについて，正しい正誤の組み合わせはどれか。最もふさわしいも

のを以下の解答群より一つ選びなさい。

ア コロイド粒子は直径 ₁₀-9～₁₀-7 m程度の大きさをもち，溶液中で沈殿せずに

分散している。

イ 疎水コロイドは，表面が電荷を帯びているため安定であり，少量の電解質を加

えても容易に凝析しない。

ウ タンパク質やデンプンのような分子量の大きな分子は， ₁分子でもコロイド粒

子の大きさをもつ。これらの粒子が分散したコロイドを会合コロイドという。

［解答群］

ア イ ウ

① 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 誤 正

④ 正 誤 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 誤 正 誤

⑦ 誤 誤 正

⑧ 誤 誤 誤
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⑹ 難溶性塩である塩化銀（AgCl）の水に対する溶解平衡は以下のように表される。

AgCl（固） Ag+ + Cl-

このとき，₂₅ ℃における溶解度積（Ksp）は ₁.₈# ₁₀-10（mol/L）2であるとする。

純水中に固体のAgCl を加えて飽和溶液をつくったとき，平衡状態での銀イオン

Ag+の濃度は ア mol/L である。次に，この飽和AgCl 溶液にNaCl を加え

て，塩化物イオン Cl-の濃度が ₀.₀₁₀ mol/L になったとする。このときのAg+の

濃度は イ mol/L である。このように電解質を構成するイオンと同じイオン

を生じる別の物質を加えると，元の電解質の溶解度が小さくなる現象を ウ

と呼ぶ。 ア ～ ウ にあてはまる最もふさわしい数値と語句の組み合

わせはどれか。以下の解答群より一つ選びなさい。ただし， 2 = ₁.₄， 3 = ₁.₇，

5 = ₂.₂ を用いてよい。

［解答群］

ア イ ウ

① ₁.₈# ₁₀-5 ₁.₈# ₁₀-8 緩衝作用

② ₁.₈# ₁₀-5 ₁.₈# ₁₀-8 共通イオン効果

③ ₁.₈# ₁₀-5 ₁.₃# ₁₀-8 緩衝作用

④ ₁.₈# ₁₀-5 ₁.₃# ₁₀-8 共通イオン効果

⑤ ₁.₃# ₁₀-5 ₁.₈# ₁₀-8 緩衝作用

⑥ ₁.₃# ₁₀-5 ₁.₈# ₁₀-8 共通イオン効果

⑦ ₁.₃# ₁₀-5 ₁.₃# ₁₀-8 緩衝作用

⑧ ₁.₃# ₁₀-5 ₁.₃# ₁₀-8 共通イオン効果
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⑺ 油脂とは，グリセリンの三つのヒドロキシ基すべてが脂肪酸と脱水縮合してでき

たエステルを指す。分子式 C57H98O6で表される油脂のヨウ素価を求め，最も近い

数値を以下の解答群より一つ選びなさい。ただし，脂肪酸は環状構造を含まないも

のとする。また，ヨウ素価は油脂 ₁₀₀ g に付加するヨウ素 I2の質量を g単位で表

した数値とする。

［解答群］

① ₇₂ ② ₈₇ ③ ₁₁₆ ④ ₁₃₀

⑤ ₁₄₅ ⑥ ₁₇₄ ⑦ ₂₃₁ ⑧ ₂₆₀
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⑻ 分子式が C4H6で表される炭化水素である化合物Ｘの構造を決定するため，以下

の実験を行った。

実験 ₁：化合物Ｘに硫酸水銀触媒を用いて ア を付加すると，主生成物と副

生成物の二種類の生成物が得られた。

実験 ₂：実験 ₁で得られた主生成物は，ヨードホルム反応に陽性で，黄色沈殿を生

じた。

実験 ₃：実験 ₁で得られた副生成物は，フェーリング液と反応して， イ 色

沈殿を生じた。

以上の実験から，化合物Ｘは ウ であると決定できた。

ア ～ ウ にあてはまる最もふさわしい語句の組み合わせはどれか。

以下の解答群より一つ選びなさい。

［解答群］

ア イ ウ

① 水 赤 ₁︲ブチン

② 水 赤 ₂︲ブチン

③ 水 黒 ₁︲ブチン

④ 水 黒 ₂︲ブチン

⑤ 水素 赤 ₁︲ブチン

⑥ 水素 赤 ₂︲ブチン

⑦ 水素 黒 ₁︲ブチン

⑧ 水素 黒 ₂︲ブチン
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⑼　 ア は，工業的には イ を触媒とし，エチレンに水を付加させてつ

くられる。飲料用の ア はデンプンやグルコースを原料とし，アルコール発

酵によってつくられる。グルコース ₉₀ g を完全にアルコール発酵させた時，

ア は ウ g得られる。 ア ～ ウ にあてはまる最もふ

さわしい語句や数値の組み合わせはどれか。以下の解答群より一つ選びなさい。

［解答群］

ア イ ウ

① メタノール 酸化亜鉛 ₄₆

② メタノール 酸化亜鉛 ₆₉

③ メタノール リン酸 ₄₆

④ メタノール リン酸 ₆₉

⑤ エタノール 酸化亜鉛 ₄₆

⑥ エタノール 酸化亜鉛 ₆₉

⑦ エタノール リン酸 ₄₆

⑧ エタノール リン酸 ₆₉
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⑽ 天然ゴムは ア が付加重合した高分子化合物であるが， イ を加え

て加熱することで鎖状のゴム分子同士の架橋形成が進み，化学的にも物理的にも強

い弾性ゴムが得られる。このような イ 原子を介した架橋構造はタンパク質

にも見られ，アミノ酸の一種であるシステインが ウ を形成することで高次

構造が安定化されることが知られている。 ア ～ ウ にあてはまる最

もふさわしい語句の組み合わせはどれか。以下の解答群より一つ選びなさい。

［解答群］

ア イ ウ

① ₁，₃︲ブタジエン 酸素 ペプチド結合

② ₁，₃︲ブタジエン 酸素 ジスルフィド結合

③ ₁，₃︲ブタジエン 硫黄 ペプチド結合

④ ₁，₃︲ブタジエン 硫黄 ジスルフィド結合

⑤ イソプレン 酸素 ペプチド結合

⑥ イソプレン 酸素 ジスルフィド結合

⑦ イソプレン 硫黄 ペプチド結合

⑧ イソプレン 硫黄 ジスルフィド結合
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次の文章を読み，以下の問い⑴～⑸に答えなさい。⑴～⑶についてはⅰ～ⅵにあて

はまる数値をマークし，⑷と⑸については，最もふさわしいものの番号を選んでマー

クしなさい。（₂₀ 点）

気体ＡとＢの可逆反応

Ａ（気）+ Ｂ（気） ₂Ｃ（気）　　DH=-₄₀ kJ

について，以下の実験を行い，平衡状態に至るまでの反応の変化を観察した。ただし，

Ａ，Ｂ，Ｃは常に気体であり，上記以外の反応は起きないものとする。また，DHは

この反応の反応エンタルピーとする。

【実験操作】

気体ＡとＢのモル濃度がそれぞれ ₀.₀₅₀ mol/L になるように空の反応容器（体積一

定）に注入し，反応を開始した。₄₀₀ ℃で平衡に達したとき，生成物Ｃのモル濃度は

₀.₀₄₀ mol/L であった。気体ＡとＢからＣが生成する反応速度を v f，速度定数を k f，

その逆反応の反応速度を vr，速度定数を krとすると，それぞれの反応速度式は，

v f= k f［Ａ］［Ｂ］，　vr= kr［Ｃ］2

で表される。ここで，［Ａ］，［Ｂ］，［Ｃ］はそれぞれ気体Ａ，Ｂ，Ｃのモル濃度を表

し，₄₀₀ ℃における正反応の速度定数は k f= ₀.₀₂₀ L/（mol・s）である。また，この

反応容器の中に触媒を加えて同じ実験を行ったところ，反応速度は上昇した。

問い

⑴ 温度 ₄₀₀ ℃において，平衡状態における気体Ａ，Ｂ，Ｃの濃度の関係を用いて，

逆反応の速度定数 krを求め，kr= ₀. ⅰ ⅱ ⅲ L/（mol・s）にあてはまる数

値を答えなさい。

Ⅱ
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⑵ 温度 ₄₀₀ ℃でのこの反応において，時間 t= ₀ から時間経過ごとの［Ｃ］のデー

タが得られた。反応開始から ₅ 秒後の［Ｃ］が ₀.₀₂₀ mol/L であるとすると，そ

の時点での逆反応に対する正反応の反応速度比 vf：vr を求め，vf：vr= ⅳ ： ₁

にあてはまる最も近い整数値を答えなさい。

⑶ ₄₀₀ ℃とは異なる温度で，この反応の濃度平衡定数を調べると，KC= ₄.₀ で

あった。この温度で，注入量を調節して，気体ＡとＢの初期濃度を ₀.₀₃₀ mol/L

にしたとき，新たな平衡状態での［Ｃ］を求め，［Ｃ］= ₀.₀ ⅴ ⅵ mol/L に

あてはまる数値を答えなさい。ただし，平衡定数は温度一定の条件下で変化しな

いとする。

⑷ 【実験操作】の平衡状態にある反応系の温度を ₄₀₀ ℃から上げて，新たな平衡

に達するまで待った。このとき［Ｃ］は ア 。一方で，【実験操作】の平衡

状態にある反応系にヘリウム（He）などの不活性気体を ₄₀₀ ℃で加えたとき［Ｃ］ 

は イ 。 ア および イ にあてはまる最もふさわしい語句の

組み合わせはどれか。以下の解答群より一つ選びなさい。

［解答群］

ア イ

① 増加した 増加した

② 増加した 変化しなかった

③ 増加した 減少した

④ 変化しなかった 増加した

⑤ 変化しなかった 変化しなかった

⑥ 変化しなかった 減少した

⑦ 減少した 増加した

⑧ 減少した 変化しなかった

⑨ 減少した 減少した
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⑸ この反応系に触媒を加えた時の影響に関する次の記述①～④について，誤って

いるものの番号をすべて選びなさい。

［解答群］

① 触媒は，反応の活性化エネルギーを下げることで，反応速度を大きくする

働きをする。

② 触媒は，正反応だけでなく逆反応の速度にも影響を与えるため，反応がよ

り早く平衡状態に達するようになる。

③ 触媒を加えると，反応の平衡定数 KCが変化し，生成物の平衡濃度が変化

する。

④ 触媒は，それ自身は変化することなく，反応を繰り返し促進することがで

きる。
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（計算用紙）

（設問は次のページにつづく）
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次の文章を読み，以下の問い⑴～⑻に答えなさい。（₂₀ 点）

炭酸ナトリウムNa2CO3は，ガラスもしくはセッケンの製造や紙の漂白の原料とし

て特に重要な物質で，大量に使用されている。単純に考えればNa2CO3は，出発原料

である炭酸カルシウム CaCO3と塩化ナトリウムNaCl を直接反応させてつくること

が可能に思える。しかし，Na2CO3は ₁つの反応でつくることはできない。そのため，

実際のNa2CO3の工業的製造では，図 ₁に示すように CaCO3とNaCl を出発原料と

しながらも，複数の反応を組み合わせた方法が使用されている。ⅰ出発原料の ₁つ

である CaCO3から固体の酸化カルシウム CaO と気体の二酸化炭素 CO2を生成させ

る。ⅱ得られた固体の CaO を水と反応させて水酸化カルシウム Ca（OH）2を生成さ

せる。ⅲもう ₁つの出発原料である固体のNaCl を水に溶解させてその飽和水溶液を

つくり，さらにその中にアンモニアNH3と CO2を溶解させる。生成した炭酸水素ナ

トリウムNaHCO3と塩化アンモニウムNH4Cl から NaHCO3を分離する。ⅳNaHCO3

から目的物質であるNa2CO3とCO2を生成させる。ⅴ反応ⅱで得たCa（OH）2と反応

ⅲで得たNH4Cl を反応させて NH3と塩化カルシウム CaCl2を生成させる。以上が

Na2CO3の工業的製造方法であるが，この方法では一部の反応生成物を再利用してい

る点も重要である。

CaCO3

NH3

NaCl NaHCO3 Na2CO3

NH4Cl

CaCl2

CO2

出発原料

出発原料

反応ⅰ

反応ⅲ

反応ⅱ

反応ⅳ

反応ⅴ

CaO

H2O

H2O

Ca（OH）2

図 ₁　Na2CO3の工業的製造の反応経路

Ⅲ

⒜
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問い

⑴ 下線部⒜で示される方法の名称を答えなさい。

⑵　 ア の主成分は CaCO3 であり，CaO および Ca（OH）2 はそれぞれ

イ および ウ と呼ばれる。 ア ～ ウ にあてはまる

最もふさわしい語句の組み合わせはどれか。以下の解答群より一つ選び，番号で

答えなさい。

［解答群］

ア イ ウ

① 生石灰 消石灰 石灰石

② 生石灰 石灰石 消石灰

③ 消石灰 生石灰 石灰石

④ 消石灰 石灰石 生石灰

⑤ 石灰石 生石灰 消石灰

⑥ 石灰石 消石灰 生石灰

⑶ 反応ⅲでは生成物であるNaHCO3とNH4Cl を分離する際，両物質のどのよう

な性質の違いを利用しているか。最もふさわしい語句を以下の解答群より一つ選

び，番号で答えなさい。

［解答群］

① 密度 ② 比熱 ③ 沸点

④ 融点 ⑤ 水に対する溶解度

⑷ 反応ⅳで起こる反応を化学反応式で答えなさい。

8021_M45_141NQC_M.indd   17 2025/11/12   11:48

2026年2月15日実施 
基幹理工・社会理工・先進理工学部（一般・英外）



18

⑸ 反応ⅰ～ⅳの中で加熱を必要とする反応を以下の解答群よりすべて選び，番号

で答えなさい。

［解答群］

① 反応ⅰ ② 反応ⅱ ③ 反応ⅲ ④ 反応ⅳ

⑹ 反応ⅰ～ⅴで回収・再利用されている物質を ₂ つ化学式で答えなさい。ただし，

水は除くものとする。

⑺ 反応ⅰ～ⅴをまとめて，出発原料から Na2CO3 を得る一連の反応を ₁ つの化学

反応式で答えなさい。

⑻ Na2CO3 を ₁₀.₀ kg 製造するのに，出発原料の NaCl は何 kg 必要か，有効数字

₃ 桁で計算しなさい。ただし，反応は完全に進行するものとする。
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（計算用紙）

（設問は次のページにつづく）
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次の文章を読み，以下の問い⑴～⑹に答えなさい。ただし，セルロースの示性式は 

［C6H7O2（OH）3］n で表されるものとする。（₂₀ 点）

二糖は単糖 ₂ 分子が水 ₁ 分子を失って ア 結合で縮合した構造を有する。例

えば，マルトースはグルコース ₂ 分子が a︲₁，₄︲ ア 結合により縮合した構造

で，トレハロースはグルコース ₂ 分子が a︲₁，₁︲ ア 結合により縮合した構造

である。ここで，グルコース ₂ 分子間での縮合の位置の違いにより，マルトースは

イ 性を示すが，トレハロースは イ 性を示さない。

多糖は単糖が多数縮合した構造をもち，その代表であるデンプンは数百～数万個の

a︲グルコース分子が繰り返し縮合した構造を有する。デンプンは植物が光合成によ

り生産する炭水化物で，人間にとって重要なエネルギー源であるとともに，さまざま

な食品の加工に利用される。他方，植物の細胞壁の主成分であるセルロースは b︲グ

ルコース分子が直鎖状に縮合した構造をもち，分子内および分子間で多数形成される

ウ により，水に不溶かつ化学的に安定な性質となっている。セルロースは化

学繊維の原料として用いられる。特に，セルロースに無水酢酸，氷酢酸，少量の硫酸

を作用させたのち，一部のエステル結合を穏やかに加水分解すると エ となる。

エ のアセトン溶液を細孔から温かい空気中に押し出し，アセトンを蒸発させ

ると オ 繊維が得られる。

問い

⑴　 ア ～ オ にあてはまる化合物名や語句をそれぞれ答えなさい。

⑵ マルトースとトレハロースは互いにどのような異性体の関係にあるか，あては

まる異性体の種類を答えなさい。

⑶ マルトースの分子量を整数値で答えなさい。

⑷ デンプン溶液にヨウ素溶液を加えると青～赤紫色を示すが，これはデンプンの

どのような構造に起因するか答えなさい。

Ⅳ
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⑸ 問題文の下線部のとおりセルロースと無水酢酸を反応させて エ を

₈₂.₀ g 合成するのに必要な無水酢酸は何 gか，整数値で答えなさい。ただし，

セルロースおよびセルロースから得た生成物の両端の単糖構造は考慮しないもの

とし，セルロースの各ヒドロキシ基は無水酢酸と ₁： ₁の物質量比で反応するも

のとする。

⑹ セルロースに濃硫酸と濃硝酸の混合物を反応させると，火薬に用いられるトリ

ニトロセルロースが得られる。この反応の化学反応式を答えなさい。ただし，セ

ルロースおよびトリニトロセルロースは示性式で示しなさい。
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